
さ
ら
に
、
「
悪
性
腫
瘍
の
心
臓
転
移
に
就
て
」
白
井
正
一
氏
と
の
共
著
論
文
が
あ
り
、
何
れ
も
中
野
先
生
独
特
の
観
点
と
筆
致
に
よ
る
独
自
な

表
現
形
式
を
も
っ
て
精
確
明
快
、
整
然
た
る
論
述
は
著
者
の
人
柄
を
如
実
に
表
現
し
て
い
る
。
就
中
肉
腫
の
心
臓
転
移
の
観
察
に
お
い
て
も
従

芳
し
く
輝
い
て
い
る
。

中
野
先
生
は
、
京
都
府
医
大
卒
業
後
病
理
学
教
室
に
入
り
、
数
年
間
を
充
実
し
て
角
田
教
授
の
下
で
素
晴
ら
し
い
独
自
の
業
績
を
挙
げ
、
医

学
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
将
来
皮
層
科
指
向
の
基
礎
的
研
究
と
も
見
ら
れ
る
『
実
験
的
鉛
中
毒
症
に
お
け
る
末
梢
神
経
終
末
の
変
化
に
就

て
』
濱
田
稲
積
氏
と
の
共
著
と
し
て
原
著
を
公
刊
し
、
白
粉
の
沿
革
を
探
り
、
持
統
帝
の
六
年
（
三
一
五
二
）
、
沙
門
観
成
が
自
ら
白
粉
を
製
し

て
帝
に
奉
献
し
た
こ
と
、
慶
長
年
間
に
堺
の
商
人
銭
屋
宗
安
な
る
も
の
が
処
方
を
大
明
人
よ
り
伝
習
し
て
、
白
粉
の
製
造
販
売
を
し
て
社
会
に

流
通
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
鉛
霜
、
官
粉
等
と
称
し
て
鉛
塩
類
を
主
成
分
と
し
、
白
美
人
、
ぱ
っ
ち
り
、
く
も
井
、

京
の
艶
な
ど
が
含
鉛
性
な
る
こ
と
を
挙
げ
つ
つ
、
平
井
金
三
郎
教
授
の
小
児
脳
膜
炎
の
鉛
中
毒
に
言
及
し
た
詳
細
な
る
鳩
実
験
の
病
理
学
的
新

知
見
は
勿
論
、
鋭
い
医
史
学
的
感
覚
を
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

次
で
、
「
肺
臓
に
於
け
る
腫
瘍
と
結
核
と
の
併
発
例
、
と
く
に
癌
腫
と
結
核
と
の
合
併
に
就
て
」
野
村
恒
一
氏
と
共
著
論
文
を
公
表
さ
れ
、
癌

カ
イ
リ

と
結
核
の
二
大
疾
患
が
相
乖
離
せ
る
体
質
の
も
の
に
発
生
し
易
い
こ
と
の
史
学
的
証
拠
を
挙
げ
つ
つ
、
済
生
会
京
都
病
院
長
伊
藤
博
士
、
府
大

外
科
横
田
教
授
の
協
力
に
よ
る
精
確
な
る
症
例
の
検
討
を
詳
細
に
臓
器
別
に
推
進
記
載
せ
ら
れ
、
六
十
年
を
経
た
今
日
極
め
て
重
要
な
る
基
礎

的
知
見
を
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
改
め
て
敬
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
マ
ク
ロ
並
び
に
ミ
ク
ロ
の
探
索
記
録
は
貴
重
に
し
て
価
値
高
く
、

偉
大
な
る
医
人
と
し
て
の
中
野
操
先
生
の
追
憶

山
中
太
木

(174） 310



続
い
て
「
肺
臓
癌
に
就
て
の
実
験
的
研
究
」
（
昭
和
五
年
八
月
二
十
五
日
脱
稿
、
『
京
都
府
立
医
大
誌
』
第
四
巻
五
号
所
載
）
は
、
四
八
頁

に
及
ぶ
大
論
文
で
、
家
兎
、
猿
、
モ
ル
モ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
テ
ー
ル
・
オ
レ
フ
油
等
分
液
注
入
試
験
、
ピ
チ
ロ
ー
ル
及
び
テ
ー
ル
・
オ
レ
フ
油

等
分
液
注
入
試
験
、
テ
ー
ル
・
シ
ャ
ル
ラ
ッ
ハ
ロ
ー
ト
油
等
分
液
注
入
試
験
、
テ
ー
ル
・
パ
ラ
フ
ィ
ン
等
分
液
注
入
試
験
、
テ
ー
ル
ェ
キ
ス
予

備
注
射
後
テ
ー
ル
・
オ
レ
フ
油
等
分
液
注
入
試
験
、
人
脳
乾
燥
粉
末
試
食
家
兎
に
テ
ー
ル
・
オ
レ
フ
油
等
分
液
注
入
試
験
、
人
脳
乾
燥
粉
末
試

食
家
兎
に
テ
ー
ル
・
パ
ラ
フ
ィ
ン
等
分
液
注
入
試
験
、
無
水
ラ
ノ
リ
ン
試
食
家
兎
に
テ
ー
ル
・
オ
レ
フ
油
等
分
液
注
入
試
験
な
ど
極
め
て
級
密

な
る
実
験
を
深
重
吟
味
し
つ
つ
反
復
実
験
を
重
ね
て
精
密
に
精
査
し
、
総
括
し
て
実
験
例
所
見
の
大
観
を
肉
眼
的
所
見
の
一
般
、
顕
微
鏡
的
所

見
の
一
般
、
さ
ら
に
猿
に
お
け
る
移
植
実
験
、
モ
ル
モ
ッ
ト
に
お
け
る
移
植
実
験
を
述
べ
、
考
按
、
文
献
、
附
図
説
明
を
加
え
て
テ
ー
ル
の
静

ア
デ
ノ
カ
ン
ク
ロ
イ
ド

脈
内
注
入
に
よ
り
人
工
的
に
家
兎
の
肺
臓
に
腺
表
皮
癌
を
発
生
せ
し
め
得
た
る
こ
と
、
こ
れ
は
肺
臓
内
に
輪
達
し
停
留
せ
る
テ
ー
ル
分
子
の
慢

性
持
続
的
刺
激
に
よ
り
発
生
せ
る
も
の
で
偶
発
し
た
も
の
に
非
ざ
る
こ
と
、
こ
の
発
生
に
対
し
て
は
独
り
刺
激
の
性
質
並
び
に
量
が
必
要
な
る

の
桑
な
ら
ず
、
ま
た
積
属
的
、
個
体
的
乃
至
臓
器
組
織
的
感
受
性
、
即
ち
素
因
が
不
可
欠
の
要
件
た
る
こ
と
を
明
確
に
立
証
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
労
作
原
著
は
後
日
病
理
学
会
山
極
賞
に
輝
い
た
こ
と
は
言
う
に
及
ば
ず
、
今
日
の
肺
癌
激
増
の
時
代
に
医
学
の
基
礎
知
見
と
し
て
重
要

な
意
義
を
示
す
も
の
と
し
て
尊
重
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

と
く
に
私
は
、
医
人
と
し
て
の
中
野
操
先
生
の
医
学
的
貢
献
の
第
一
に
こ
の
医
科
学
的
業
績
の
労
作
を
挙
げ
、
勿
論
医
史
学
的
領
野
に
お
け
る

中
野
先
生
の
不
滅
の
幾
多
の
鴻
業
は
、
億
川
摂
三
、
大
矢
全
節
、
三
木
栄
等
諸
博
士
と
共
に
、
杏
林
温
故
会
や
『
医
謹
』
の
創
設
に
始
ま
る
大

来
の
学
問
的
事
大
思
想
や
旧
来
の
随
習
打
破
の
筆
陣
を
鋭
く
し
て
お
ら
れ
る
。

続
い
て
、
「
輸
血
に
由
る
肉
腫
移
植
に
就
て
の
実
験
的
研
究
」
は
中
野
先
生
単
独
の
論
文
と
し
て
、
加
藤
系
家
兎
肉
腫
を
用
い
多
数
詳
細
な
実

験
記
録
と
し
て
、
そ
の
静
脈
血
輸
血
に
よ
っ
て
は
八
十
六
％
、
動
脈
血
の
輸
血
で
は
十
二
・
一
％
の
移
植
陽
性
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
肉
腫

は
嫌
気
的
性
状
を
有
す
る
こ
と
と
共
に
酸
素
に
よ
り
移
植
率
を
低
下
せ
し
め
得
る
こ
と
を
実
証
し
、
日
常
医
療
に
お
け
る
輸
血
実
施
上
の
注
意

を
喚
起
し
て
い
る
。

続
い
て
「
肺
臓
声
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図1本間玄調著『内科秘録」の序文（元治甲子1864,晩春）
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図2津田家の倉から発見された華岡青洲筆の額

（祖玄調が紀州から貰って帰ったものと考

えられる）

図3成子夫人の里の津田家の倉庫内から見付け

られた軸書文久甲子は1864年で2月改

元，元治甲子と同年でこれは2月以前の言

である．「蛮粕」が逆になって「而」が2

字脱落した誤筆のために公表されず倉中に

眠っていたものと解せられる．

阪
に
お
け
る
正
し
い
医
学
文
化
の
興
隆
発
展
は
中
野

先
生
を
中
心
と
し
て
彰
脾
鯵
勃
た
る
も
の
が
あ
っ

た
。
私
も
学
友
鈴
木
元
造
君
と
共
に
学
生
時
代
か
ら

『
医
證
』
に
親
し
ゑ
、
啓
発
さ
れ
つ
つ
竜
海
寺
に
誘

わ
れ
、
医
家
先
哲
を
偲
び
、
温
故
致
新
（
敢
て
知
新

の
個
人
的
消
極
的
表
現
で
は
な
い
）
、
さ
ら
に
自
証

確
認
、
親
験
実
施
の
示
唆
は
、
「
和
蘭
医
和
」
の
伏
屋

素
狄
の
腎
尿
生
成
機
能
実
験
に
お
け
る
内
山
孝
一
、

三
木
栄
先
生
父
子
の
勤
勉
努
力
な
ど
活
き
た
実
践
教

訓
で
あ
り
、
適
塾
の
保
存
確
立
を
始
め
、
賀
川
玄
悦

の
産
論
顕
彰
、
そ
の
他
中
野
先
生
の
貢
献
は
大
き

い
。
医
史
学
上
の
銘
書
大
著
の
数
々
は
繰
り
返
し
て

言
う
に
及
ば
な
い
。
私
は
本
間
棗
軒
の
兎
毒
（
食
兎

中
毒
）
の
記
載
に
連
っ
て
、
大
原
八
郎
の
野
兎
病
確

立
に
対
応
し
、
四
男
大
原
梧
楼
博
士
成
子
夫
人
が
実

家
津
田
家
の
倉
庫
か
ら
持
出
さ
れ
た
青
洲
耆
の
「
活

物
窮
理
」
の
額
と
、
棗
軒
筆
の
軸
物
の
文
久
甲
子
、

棗
軒
本
間
章
和
卿
の
書
き
違
い
を
『
内
科
秘
録
』
序

文
に
照
し
て
指
摘
さ
れ
た
の
は
実
に
中
野
先
生
で
あ
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中
野
操
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
て
か
ら
早
く
も
二
年
を
経
た
。
先
生
が
名
著
『
皇
国
医
事
大
年
表
』
を
著
さ
れ
た
の
は
昭
和
十
七

年
、
先
生
四
十
五
歳
の
時
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
先
生
の
学
者
と
し
て
の
息
の
長
さ
と
、
そ
の
倦
む
と
こ
ろ
の
無
か
っ
た
究
学
の
御
生
涯
に

尊
敬
と
と
も
に
驚
嘆
の
念
を
深
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
生
よ
り
三
十
年
余
り
若
輩
の
私
に
と
っ
て
、
先
生
は
ま
ず
怖
い
先
生
で
あ
り
、
つ
い

で
は
頼
り
甲
斐
の
あ
る
大
先
輩
で
あ
っ
た
が
、
甘
え
ら
れ
る
先
輩
と
い
う
ふ
う
に
は
遂
に
な
ら
な
か
っ
た
。
元
来
小
心
者
の
私
は
、
憧
慢
の
念

を
持
ち
つ
つ
も
、
気
易
く
お
話
し
を
う
か
が
う
勇
気
が
無
く
、
従
っ
て
具
体
的
な
個
人
的
つ
な
が
り
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い
う
ち
に
永

久
の
別
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
残
念
で
な
ら
な
い
。

先
生
は
明
治
三
十
年
に
京
都
に
お
生
ま
れ
に
な
ら
れ
た
が
、
永
く
大
阪
に
お
住
桑
に
な
り
、
市
井
の
開
業
医
と
し
て
生
涯
を
送
ら
れ
た
。

っ
た
し
、
元
治
甲
子
の
晩
春
は
同
年
二
月
以
後
の
僅
か
な
間
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
結
果
と
も
な
っ
て
興
味
深
く
、
『
医
学
選
粋
』

第
八
号
の
本
間
玄
調
書
、
医
道
訓
の
記
録
に
ま
で
発
展
す
る
に
至
っ
た
。
因
朶
に
こ
れ
を
私
の
原
著
（
『
人
文
研
究
』
第
十
号
一
’
五
三
頁
、

一
九
七
九
年
）
の
写
真
か
ら
再
録
す
る
と
図
１
１
３
の
如
く
で
あ
る
。
要
す
る
に
中
野
先
生
は
優
れ
た
稀
に
見
る
医
人
で
あ
り
、
私
共
若
輩
を

鋭
い
感
覚
と
弛
桑
な
き
実
践
窮
行
に
よ
っ
て
教
導
せ
ら
れ
た
大
恩
人
で
あ
る
と
同
時
に
偉
大
な
る
不
滅
の
功
労
者
で
あ
っ
た
。

謹
ん
で
先
生
の
功
績
を
追
憶
し
、
合
掌
し
て
御
冥
福
と
、
生
涯
苦
楽
を
共
に
さ
れ
た
御
夫
人
は
じ
め
御
遺
族
皆
様
方
の
御
健
祥
を
祈
る
。

（
一
九
八
七
・
十
一
・
十
・
稿
、
文
献
省
略
）

（
大
阪
府
高
槻
市
）

市
井
の
学
医
中
野
操
先
生

大
塚
恭
男
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